
第２期第３回中野区子どもの権利委員会資料（2024.11.14） 

子どもの権利の視点に基づく推進計画の評価・検証 

令和６年度事業実績の区による自己評価に向けて 

 

内田塔子（東洋大学） 

 

はじめに 

・政策評価 視点：効率性、有効性、費用対効果 

      方法：行政による自己評価、外部評価 

 

１．子どもの権利の視点に基づく評価・検証 

（１）視点：国連子どもの権利条約 

      国連子どもの権利委員会の一般的意見・一般的討議 

      こども基本法 

      こども大綱 

      中野区子どもの権利に関する条例 

 

（２）方法：子どもを含む市民が評価に関わる参加型評価 

 

２．第１期中野区子どもの権利委員会の意見から新たに盛り込まれた子どもの権利の視点 

 

・ 「意見表明・参加」の視点 

   子どもの意見を取り入れ、反映したものとなっているか 

・ 「広報・周知」の視点 

   子どもがアクセスしやすい情報発信や子どもに分かりやすい情報提供をしているか 

・ 「子どもの最善の利益」の視点 

   事業を行ったことにより子どもにどのような効果があったか 

 

★上記の視点に基づいて自己評価する際は、課題・改善点も含めて記載する。 

 

３．評価・検証の対象とする事業 

  中野区子ども総合計画 

  ・目標Ⅰの全事業 

  ・目標Ⅱ以降の事業の中で、子どもを対象とした事業など、子どもの権利に関わりが深   

いと考えられる事業（具体的には次の表参照） 

  



 

 

４．次年度にむけて 

● 子どもの声を聴取した上で自己評価を行うことを徹底する。 

● 当該年度の課題・次年度にむけた改善点を明記する。 

● 対象とする事業は十分か。 

● その他 


